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1.  平成25年4月期第2四半期の連結業績（平成24年5月1日～平成24年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年4月期第2四半期 9,364 △12.0 492 △57.7 465 △60.8 282 △57.9
24年4月期第2四半期 10,639 5.7 1,162 29.6 1,187 30.8 670 33.2

（注）包括利益 25年4月期第2四半期 282百万円 （△57.6％） 24年4月期第2四半期 665百万円 （33.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年4月期第2四半期 48.39 ―
24年4月期第2四半期 114.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年4月期第2四半期 10,919 6,701 61.4
24年4月期 10,833 6,524 60.2
（参考） 自己資本   25年4月期第2四半期  6,701百万円 24年4月期  6,524百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年4月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
25年4月期 ― 18.00
25年4月期（予想） ― 18.00 36.00

3. 平成25年 4月期の連結業績予想（平成24年 5月 1日～平成25年 4月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,540 10.0 2,128 17.5 2,075 16.4 1,167 12.7 200.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、（添付資料） 4ページ「2. サマリー情報（注記事項）に関する事項（1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、（添付資料）4ページ「2. サマリー情
報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資
料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
（四半期決算説明会の内容の入手方法） 
 当社は、平成24年12月21日（金）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会の動画及び配布資料については、開催後速やかに当
社ホームページに掲載する予定です。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年4月期2Q 5,834,888 株 24年4月期 5,834,888 株
② 期末自己株式数 25年4月期2Q 152 株 24年4月期 116 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年4月期2Q 5,834,762 株 24年4月期2Q 5,834,772 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成24年５月１日 至 平成24年10月31日）におけるわが国経済

は、復興需要等を背景に回復の兆しが見られたものの、長引く欧州債務問題や不安定な中国情勢に

加え、製造業を中心に輸出・鉱工業生産が減少し、雇用・賃金情勢にもその影響が及ぶ等、低調に

推移いたしました。 

このような状況の下、当社グループは、テレビ、新聞、雑誌等の様々なメディアで積極的に広告

展開を行い、徐々に注目度が増している美容家電分野における知名度の向上を目指してまいりまし

たが、上市より３年が経過した脱毛器「no!no!HAIR」について需要が一巡したことにより当初計画

を下回る販売となったこと等から、前年同四半期実績を下回る売上高となりました。この結果、当

第２四半期連結累計期間における売上高は9,364百万円（前年同四半期比12.0％減）、経常利益は46

5百万円（前年同四半期比60.8％減）、四半期純利益は282百万円（前年同四半期比57.9％減）とな

りました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①通販部門 

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向け

の販売、インターネット専売業者向けの販売を行っております。 

痩身器具「アセチノ」シリーズについて、機能性の高さを積極的にアピールし、主に地上波通販

会社・カタログ通販会社向けの販売が非常に好調に推移いたしましたが、脱毛器「no!no!HAIR」シ

リーズについて、上市から３年が経過し、需要が一巡したことから売上が減少し、売上高は3,188百

万円（前年同四半期比13.0％減）、セグメント利益は1,247百万円（前年同四半期比8.8％減）とな

りました。 

 

②店販部門 

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。 

痩身器具「アセチノ」シリーズについて、大手家電量販店や大手雑貨・バラエティショップでの

展開が非常に好調に推移した他、化粧品「オンリーミネラル」シリーズも安定して推移いたしまし

たが、脱毛器「no!no!HAIR」シリーズについて、上市から３年が経過し、需要が一巡したことから

売上が減少し、売上高は2,444百万円（前年同四半期比34.1％減）、セグメント利益は1,062百万円

（前年同四半期比39.6％減）となりました。 
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③直販部門 

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っており

ます。 

痩身アイテム「加圧エクサ」シリーズについて価格設定の見直しを行い、インフォマーシャルを

中心に機能性の高さを積極的にアピールして売上が大きく伸長した他、新商品の機能性アンダーウ

ェア「アーブラ」シリーズも売上の伸長に貢献し、また化粧品「オンリーミネラル」シリーズもリ

ピート購入にも下支えされ堅調に推移したことから、売上高は3,558百万円（前年同四半期比12.0％

増）、セグメント利益は81百万円（前年同四半期は65百万円の損失）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ85百万円増加し、10,919

百万円となりました。現金及び預金の増加1,314百万円、受取手形及び売掛金の減少1,682百万円、

商品及び製品の増加419百万円が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ91百万円減少し、4,217百万円となりました。支払手形及び買掛

金の増加533百万円、未払法人税等の減少197百万円、長期借入金の減少245百万円が主な要因であり

ます。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ177百万円増加し、6,701百万円となりました。四半期純利益

の計上282百万円及び剰余金の配当105百万円による利益剰余金の増加177百万円が主な要因でありま

す。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想については、平成24年6月14日に公表した内容から変更はありません。しかしな

がら、平成24年11月21日に公表したとおり、主力製商品の販売動向を見極めた上で、修正が必要と

判断した場合には速やかに公表いたします。 

  

ヤーマン㈱（6630）平成25年４月期第２四半期決算短信

－3－



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成24年５月１日 至 平成24年10月31日） 

税金費用の計算 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年５

月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更して

おります。 

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年４月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,779,470 4,094,404

受取手形及び売掛金 3,339,534 1,657,451

有価証券 50,069 50,085

商品及び製品 2,943,232 3,362,354

仕掛品 37,203 55,473

原材料及び貯蔵品 320,789 326,576

その他 358,308 399,235

貸倒引当金 △5,887 △2,749

流動資産合計 9,822,722 9,942,832

固定資産   

有形固定資産 565,999 560,260

無形固定資産 330,146 302,859

投資その他の資産   

その他 114,977 130,713

貸倒引当金 － △17,388

投資その他の資産合計 114,977 113,325

固定資産合計 1,011,123 976,445

資産合計 10,833,845 10,919,278

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,081,268 1,614,868

1年内返済予定の長期借入金 518,299 504,759

1年内償還予定の社債 160,000 100,000

未払金 1,094,731 1,140,195

未払法人税等 385,148 187,488

賞与引当金 27,500 27,500

返品調整引当金 155,504 137,398

その他 173,665 79,256

流動負債合計 3,596,118 3,791,467

固定負債   

社債 35,000 －

長期借入金 640,330 394,720

その他 37,840 31,524

固定負債合計 713,171 426,244

負債合計 4,309,289 4,217,712
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年４月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年10月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,398,214 3,575,506

自己株式 △100 △140

株主資本合計 6,525,705 6,702,957

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,149 △1,391

その他の包括利益累計額合計 △1,149 △1,391

純資産合計 6,524,555 6,701,566

負債純資産合計 10,833,845 10,919,278
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年10月31日) 

売上高 10,639,544 9,364,953

売上原価 4,112,722 3,579,579

売上総利益 6,526,821 5,785,373

返品調整引当金戻入額 129,744 155,504

返品調整引当金繰入額 120,634 137,398

差引売上総利益 6,535,931 5,803,479

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 2,908,601 2,858,890

貸倒引当金繰入額 － 14,250

給料及び手当 296,407 309,317

賞与引当金繰入額 25,000 27,500

減価償却費 45,421 51,626

研究開発費 63,313 48,766

その他 2,034,307 2,000,856

販売費及び一般管理費合計 5,373,051 5,311,206

営業利益 1,162,879 492,273

営業外収益   

受取利息 636 401

受取配当金 444 37

為替差益 16,048 －

貸倒引当金戻入額 23,346 －

保険解約返戻金 19,136 －

その他 7,578 4,093

営業外収益合計 67,191 4,532

営業外費用   

支払利息 28,968 19,406

支払保証料 9,123 910

為替差損 － 9,371

その他 4,795 1,732

営業外費用合計 42,886 31,421

経常利益 1,187,184 465,384

特別損失   

固定資産除却損 3,775 5,100

特別損失合計 3,775 5,100

税金等調整前四半期純利益 1,183,408 460,283

法人税等 513,088 177,965

少数株主損益調整前四半期純利益 670,320 282,318

四半期純利益 670,320 282,318
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年10月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 670,320 282,318

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,657 △241

繰延ヘッジ損益 △1,791 －

その他の包括利益合計 △4,448 △241

四半期包括利益 665,872 282,076

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 665,872 282,076

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 3,664,941 3,710,679 3,176,396 10,552,017 87,527 10,639,544 － 10,639,544 

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 117,155 117,155 △117,155 － 

計 3,664,941 3,710,679 3,176,396 10,552,017 204,682 10,756,699 △117,155 10,639,544 

セグメント利益又は損
失（△） 

1,367,921 1,760,734 △65,473 3,063,182 43,892 3,107,075 △1,944,195 1,162,879 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,944,195千円には、セグメント間取引消去6,000千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△1,950,195千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年５月１日  至  平成24年10月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 3,188,516 2,444,282 3,558,229 9,191,028 173,924 9,364,953 － 9,364,953 

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 119,303 119,303 △119,303 － 

計 3,188,516 2,444,282 3,558,229 9,191,028 293,228 9,484,256 △119,303 9,364,953 

セグメント利益 1,247,533 1,062,830 81,490 2,391,854 46,791 2,438,645 △1,946,372 492,273 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,946,372千円には、セグメント間取引消去13,000千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,959,372千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日 至 平成24年10月31日） 

 該当事項はありません。 
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